
◎vbscript.dllが既定値になっているかの確認方法について

導入されたセキュリティソフト等により電子証明書発行に必要なVBScriptのレジストリが書き換えられ、
正常に読み込めなくなる事象があります。

【対応】 
　レジストリの値が既定値となっているかご確認下さい。 
　既定値でなかった場合、変更することで改善するという事例があります。
　レジストリの変更方法については下記URLをご参照ください。

http://support.microsoft.com/kb/136393/ja

【注意事項】
　レジストリを編集する前にレジストリ ファイルのバックアップ コピーを必ず作成してください。
　レジストリ エディタの使い方を誤ると、深刻な問題が発生することがあります。
　最悪の場合、OSの再インストールが必要になります。

　当行では、レジストリ エディタの誤用により発生した問題に関しては一切責任を負いかねます。
　レジストリエディタは、自己の責任においてご使用ください。 

　　HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID\{B54F3741-5B07-11cf-A4B0-00AA004A55E8}\InprocServer32
　　（64bitOSの場合は”HKEY_CLASSES_ROOT\Wow6432Node\CLSID\{B54F3741-5B07-11cf-A4B0-00AA004A55E8}\InprocServer32”）

　　「(既定) キー」の値が以下の通りであるかご確認下さい。

　　C:\Windows\system32\vbscript.dll 
　　（64bitOSの場合は　C:\Windows\system64\vbscript.dll ）

　　異なっている場合、既定値である上記の値に変更して下さい。

※McAfee社製のセキュリティソフトをご利用の場合

　McAfee社のセキュリティソフトを使用し、「マカフィー・個人向け製品専用削除ツール（MCPR.exe）」を用いずにアンインストールした場合、
　掲題の事象が発生します。

　PC購入時に予めインストールされていたMcAfee社のセキュリティソフトをアンインストールした場合も対象になります。

　McAfee社で公開されている削除ツールを実行することでも改善します。 
http://www.mcafee.com/Japan/mcafee/support/faq/answer_p_install.asp?wk=IN-00006 

　　　対応可否に関しては、リンク先ページ、「解説」をよくご確認の上、ご検討ください。

　削除ツールを実行した場合でも、証明書発行が正常に実施できない場合がございます。
　その場合は上記レジストリの値変更をご検討下さい。


